
 
2026年における日本の国産LLM採

用状況：包括的調査報告 

エグゼクティブサマリー 

2026年、日本の国産大規模言語モデル（LLM）は「実験的プロジェクト」から「戦略的投資

対象」へと転換し、金融・医療・自治体・製造業などミッションクリティカルな領域での本

格導入が進んでいる。官民合わせて総額3兆円規模の投資が始動し、1兆パラメータ級の世界

最先端クラスモデル開発を国家目標に掲げるなど、かつてないスケールでの取り組みが展開

されている。市場は海外製LLMとの明確な「使い分け」フェーズに移行しており、機密性・

安全性が求められる領域では国産LLM、創造的・汎用的タスクでは海外製モデルというハイ

ブリッド戦略が定着しつつある。[1][2][3][4] 

 

政府の取り組み 

ガバメントAI「源内」と国産LLM公募 

デジタル庁は2025年12月、政府職員向け生成AI基盤「源内（げんない）」に組み込む国産LL

Mの公募を開始した。ChatGPTやGeminiなど海外モデルへの依存を減らし、日本語・行政文

書・公的業務に特化した国産AIの育成と実装を本格化させる狙いがある。[5][6] 

公募スケジュールは以下の通りである。 

• 2025年12月〜2026年1月30日：公募期間[6] 

• 2026年2〜3月：国産LLM選定[7][5] 

• 2026年5月頃：他府省庁への源内展開（政府職員10万人超が利用可能に）[7] 

• 2026年夏頃：国産LLMの試験導入開始[8][5] 

• 2027年度以降：本格提供・ライセンス契約[9] 

さらに、PFN開発の「PLaMo翻訳」がガバメントAIに先行導入され、翻訳業務での国産AI活用

が既に始まっている。[10] 



官民3兆円プロジェクト 

2025年12月、ソフトバンクを中心とする日本企業十数社が出資する新会社設立構想が明らか

になった。経済産業省は2026年度から5年間で約1兆円を支援し、2026年度予算案には3,000

億円超が計上されている。ソフトバンクは6年間でデータセンターに2兆円を投じ、北海道苫

小牧市・大阪府堺市の施設を2026年度までに稼働させる計画である。[4][11][12] 

この新会社は約100人規模の技術者（ソフトバンク＋PFNのAI技術者中心）が所属し、まず

「1兆パラメータ」規模の基盤モデル開発を目指す。開発モデルは日本企業に開放され、最

終的にはロボットに搭載できる「フィジカルAI」の開発につなげる方針である。[11][4] 

AI基本計画とGENIAC 

2025年12月、日本政府は初のAI基本計画を採択し、技術革新とリスク管理のバランスを取り

ながら「信頼できるAI」の創出を掲げた。経済産業省・NEDOが推進する「GENIAC」プロジェ

クトは第3期を迎え、楽天、PFN、Stockmark、Turingなど多様なプレイヤーが採択され、汎

用モデルだけでなく創薬・自動運転・製造といった特定領域の基盤モデル開発が支援されて

いる。[13][1] 

 

主要国産LLMの現状 

主要モデル比較 

開発元 モデル名 パラメー

タ数 
主な特徴 商用化状況 

NTT tsuzumi 2 30B（7B/

0.6Bも） 
軽量・省電力・1GP

U動作 
商用展開済、引き合い2,0

00件[14] 

NEC cotomi 130億 高速推論（GPT-4o

の2.2倍）、MCP対

応 

商用展開済、cotomi Act

提供[15][1] 

富士通 Takane 130億 Cohere共同開発、

高い日本語能力 
中央省庁実証成功、2026

年度サービス提供目標[1

6][17] 

ソフト

バンク 
Sarashina 
2 

MoE 8×70

B 
大規模MoE、通信業

界特化 
社内利用開始、商用化準

備中[18][1] 

楽天 Rakuten A
I 3.0 

約7,000億

（MoE） 
国内最大規模、ア

クティブ40B 
2026年春オープンウェイ

ト公開予定[19][20] 



ELYZA 
(KDDI) 

ELYZA-LL
M-Diffusio
n 

1,300億 Llama系ベース日本

語特化 
WAKONX基盤で商用展開中

[21][22] 

PFN PLaMo 2.0 310億 フルスクラッチ国

産、NICT連携 
限定公開、2026春後継モ

デル予定[23] 

 

NTT「tsuzumi 2」 

2025年10月にリリースされたtsuzumi 2は、30Bパラメータを搭載しつつ1枚のGPUで動作可能

な軽量設計を維持している。NTT島田社長によれば、2025年4月〜12月のAIビジネス受注額は

グループ全体で約1,478億円に達し、tsuzumi 2だけでも約2,000件の引き合いがある。特に

自治体・金融・医療からの問い合わせが多い。[24][14][25] 

tsuzumiの戦略的優位性は、NTTのIOWN構想との連動にある。将来的には光ネットワークで結

ばれた多数のtsuzumiが連携し、巨大モデルに匹敵する「AIコンステレーション」への進化

が計画されている。[1] 

NEC「cotomi」 

cotomiはGPT-4oと比較して2.2倍以上の推論速度を実現し、128kトークンのロングコンテキ

ストに対応した。2026年1月からは「cotomi Act」の提供を開始し、AIが業務ノウハウを自

動抽出・組織資産化するエージェント技術への展開を進めている。NECは生成AI関連事業で5

00億円の売上目標を掲げ、ハードウェアからコンサルティングまでの一気通貫提供で差別化

を図る。[1] 

富士通「Takane」 

2025年中に中央省庁と協働で実施したパブリックコメント業務の実証実験では、約12万文字

の意見データに対し、賛否分類・要約を10分程度で完了させた。法令案と各意見の整合チェ

ックでは、全体の8割超の意見について正しい参照を回答できることが確認された。富士通

は、この成果をもとに政策立案・法律制定プロセス向け生成AIサービスを2026年度中に提供

開始する方針である。[26][16][27][17] 

楽天「Rakuten AI 3.0」 

2025年12月に発表されたRakuten AI 3.0は、約7,000億パラメータ（MoEアーキテクチャ）を

持ち、アクティブパラメータを約400億に抑えることで推論効率と知識容量を両立してい

る。日本語MT-Benchで8.88というスコアを記録し、GPT-4o（8.67）を上回ったとされる。20

26年春をめどにオープンウェイトモデルとして公開される予定で、日本のAI研究者やエンジ

ニアが自由に活用できるようになる。[19][20][28][1] 

ソフトバンク「Sarashina」と通信業界特化 



ソフトバンクは2025年10月、国産LLM「Sarashina」を活用した通信業界向け生成AI基盤モデ

ル「Large Telecom Model」を発表し、社内利用を開始した。データの学習から運用まで国

内で完結する安全な生成AI基盤を実現しており、経済安全保障の観点から注目されている。

[18] 

PFN・さくらインターネット・NICT連携 

2025年9月、PFN・さくらインターネット・NICTの3者が完全国産LLM開発で基本合意し、2026

年春を目標に「PLaMo 2.0」後継モデルを共同開発している。NICTが保有する700億ページ超

の日本語Webページデータは他に類を見ない資産であり、国産LLMの学習において決定的な優

位性をもたらすとされる。さくらインターネットの「生成AIプラットフォーム」上でモデル

が提供され、クラウドからアプリケーションまで完全に国内で完結する体制が構築される。

[23] 

 

採用が加速する分野 

行政・公共 

ガバメントAI「源内」を通じた国産LLM導入が最も注目される分野である。2026年夏には試

験導入が始まり、2027年度の本格展開を目指す。富士通Takaneの中央省庁パブリックコメン

ト実証は、行政AI活用の具体的成果として高く評価されている。[16][5][9] 

金融・医療 

NTT tsuzumi 2への引き合い2,000件のうち、金融・医療は特に問い合わせが多い分野であ

る。金融機関の顧客データや医療カルテといった機密性の高い情報を国内で処理できる点

が、国産LLM選択の最大の理由となっている。NTTのtsuzumiはファイナンシャルプランニン

グ技能試験2級レベルの専門知識追加学習においても、少ないデータ量で合格基準に到達で

きることが実証されている。[14][1] 

製造業 

NECのcotomiは設計図面・部品表の構造理解や熟練技術者のノウハウ継承に特化したモデル

を展開している。Stockmarkは製造業特化の1,000億パラメータ級LLMを開発し、パナソニッ

クなど大手製造業での採用実績を持つ。[1] 

通信 

ソフトバンクのLarge Telecom Modelは通信品質の予測精度90%以上を達成し、通信インフラ

のAI活用で先行している。[18][1] 

 



技術的アーキテクチャの分岐 

2026年の国産LLM開発は、大きく二つの技術思想に分かれている。[1] 

アプローチ 代表企業 特徴 適した用途 

規模追求型
（MoE） 

ソフトバ

ンク、楽

天 

巨大パラメータ数（数千億〜7,000

億）で汎用能力を追求、推論時はア

クティブパラメータを限定 

クラウド大規模サ

ービス、AGI的振る

舞い 

効率特化型
（Adapter/E
dge） 

NTT、NE

C、ELYZA 
軽量ベースモデル（7B〜30B）＋タ

スク特化アダプタ（LoRA等） 
オンプレミス、エ

ッジ、閉域環境、

低コスト運用 

 

特に効率特化型は、高価なGPUを大量調達できない中小企業や自治体にとって現実的な選択

肢となっており、日本の計算資源制約から生まれた「軽量化技術」はグローバルでも通用す

る独自の競争力になりつつある。[1] 

 

国産LLMの強みと課題 

強み 

• 日本語処理精度：敬語・謙譲語・業界専門用語の適切な使い分けにおいて海外モデ

ルに優位[3][1] 

• データ主権・安全性：機密データを国内で完結して処理可能、カントリーリスクの

回避[1] 

• 軽量モデルの優秀さ：省エネ・オンプレミス向きで、エッジAI普及にも適合[3] 

• 業務特化の最適化：製造・建設・医療・法務など「日本型業務」への対応力[3] 

• コスト効率：円安環境下で海外APIコスト負担が増す中、国内完結型の運用が経済的

に有利[1] 

課題 

• 汎用性能：総合力ではGPT-5系、Claude 4系、Gemini 3系に及ばない[3] 

• 1兆パラメータ級モデルの不在：世界最先端の「怪物モデル」はまだ存在しない[3] 

• GPU調達の制約：NVIDIA製GPUの争奪戦が続き、円安も相まって調達コストが上昇

[1] 



• 高品質日本語データの確保：国産LLM開発において学習用データの質と量が喫緊の課

題[29] 

• 人材不足：AI研究者・エンジニアの育成が追いついていない[3] 

 

今後の展望 

2026年のマイルストーン 

2026年は、国産LLMが実証実験フェーズを完全に脱却し、本格的な社会実装に移行する「AI

社会実装元年」と位置づけられている。主な注目イベントは以下の通りである。[1] 

• 2026年春：楽天AI 3.0のオープンウェイト公開、PFN新モデルリリース、ソフトバン

ク主導新会社設立[23][4][19] 

• 2026年夏：ガバメントAI「源内」への国産LLM試験導入[5] 

• 2026年度中：富士通Takane行政向けサービス提供開始、NEC cotomi Actによるエー

ジェント実装本格化[17][1] 

• 2026年度以降：NTT tsuzumi 2の電力業務特化LLM実用化[30] 

中長期的見通し 

「チャットボット」型のAI利用から、AIが自律的にタスクを実行する「エージェント」への

進化が2026年の決定的なトレンドとなる。NECのcotomi ActやソフトバンクのAI-RAN構想に

見られるように、AIが計画立案・システム操作・外部連携を自律的に行う世界観が現実化し

つつある。[1] 

市場全体としては、国産LLMと海外LLMの「使い分け」がさらに進み、基幹的・機密的領域は

国産AI、創造的・実験的領域は海外AIという棲み分けが定着していく見込みである。3兆円

プロジェクトの成果が2027年後半に初期成果として登場し、2030年には日本が「AI主権国」

としての地位を確立できるかどうかが問われている。[3][1] 
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活用... 

19. 楽天、7000億パラメータの日本語LLM「Rakuten AI 3.0」 - ... 2026年春を目途に

オープンウェイトモデルとしての公開も予定している。 Rakuten AI 3.0では、計算

効率を高めるため、約7,000億個のパラメータのうち ... 

20. 新たなAIモデル「Rakuten AI 3.0」発表 約7000億のパラメータ持つ ... - 楽天グ

ループは、経済産業省および新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）が推進

する、日本の生成AIの開発力強化を目的としたプロジェクト「GENIAC（Generative 

AI Accelera... 

21. KDDIが日本語最適化のELYZA-LLM-Diffusionを商用公開！ローカル ... - KDDI傘下E

LYZAが日本語強化のLLM「ELYZA-LLM-Diffusion」を公開。商用利用可能でローカル

実行に最適化された技術革新を解説。 

22. NRIとKDDI、ELYZAが国産LLM基盤の提供で協業 - 野村総合研究所とKDDI、ELYZAは、

生成AIの国産大規模言語モデル基盤の提供に向けて協業を開始すると発表した。 

23. 国産LLM「PLaMo 2.0」後継モデル開発へ：PFN・さくら ... - PFN・さくらインター

ネット・NICTが2026年春に向けて開発する国産LLM「PLaMo 2.0」後継モデルの詳

細。700億ページの日本語データを活用した完全国産AIエコシステム構築の全貌を解

説。 

24. 更なる進化を遂げたNTT版LLM tsuzumi 2の提供開始～日本 ... - NTT株式会社（本

社：東京都千代田区、代表取締役社長：島田 明、以下「NTT」）は、大規模言語モ

デル（以下、LLM※1）の普及に伴う電力消費やコスト増加といった... 

https://japannews.yomiuri.co.jp/politics/politics-government/20251223-300085/
https://www.itmedia.co.jp/aiplus/articles/2602/05/news116.html
https://jpn.nec.com/LLM/cotomi.html
https://enterprisezine.jp/news/detail/23659
https://global.fujitsu/ja-jp/pr/news/2026/02/03-01
https://www.softbank.jp/corp/news/press/sbkk/2025/20251029_01/
https://www.watch.impress.co.jp/docs/news/2072366.html
https://enterprisezine.jp/news/detail/23417
https://warokai.com/2026/01/16/kddi%E3%81%8C%E6%97%A5%E6%9C%AC%E8%AA%9E%E6%9C%80%E9%81%A9%E5%8C%96%E3%81%AEelyza-llm-diffusion%E3%82%92%E5%95%86%E7%94%A8%E5%85%AC%E9%96%8B%EF%BC%81%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%82%AB%E3%83%ABllm%E3%81%AE/
https://japan.zdnet.com/article/35221875/
https://gai.workstyle-evolution.co.jp/2025/10/15/japanese-domestic-llm-plamo-pfn-sakura-nict-collaboration-2026/
https://group.ntt/jp/newsrelease/2025/10/20/251020a.html


25. NTTが純国産LLMの新版「tsuzumi 2」提供開始、30Bパラメーター ... - NTTは2025

年10月20日、純国産のLLM「tsuzumi 2」の提供を開始した。2024年3月に商用提供を

開始したtsuzumiに比べ、パラメーター数を70億（7B）から300 ... 

26. Fujitsu's Takane LLM successfully piloted in central ... - Fujitsu's Takane LLM succes
sfully piloted in central government agency to streamline public comment ... 

27. 富士通と中央省庁がパブリックコメント処理を生成AIで自動化 ... - 富士通は2026

年2月3日、一部の中央省庁と共同で、国民から意見を募るパブリックコメント（意

見公募手続）の業務に、生成AI/LLMを活用して、意見の分類や要約などの作業を自

動化する実証実験を行ったと発... 

28. 楽天、国内最大規模の高性能AIモデル「Rakuten AI 3.0」を開発 ... - また2026年

春頃を目安に、オープンウェイトモデルとしての公開も計画されています。 本モデ

ルは、Mixture of Experts（MoE）アーキテクチャを使用した ... 

29. 2. AI「2026年問題」：日本の成長戦略への警鐘 - 日本のAI戦略においては、国産L

LM(大規模言語モデル)の開発が加速する中で、特に高品質な日本語データの確保と

生成が喫緊の課題となるでしょう。 

30. NTT版LLM(大規模言語モデル)「tsuzumi 2」を活用した電力業務特化 ... - 本年1月

から3月末にかけて次のプロセスで取り組み、構築したLLMの精度等を踏まえて2026

年度以降の実用化を目指します。 ① データ収集・加工. 中国電力が ... 

https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/news/24/02892/
https://global.fujitsu/en-global/pr/news/2026/02/03-01
https://it.impress.co.jp/articles/-/28951
https://aismiley.co.jp/ai_news/rakuten-ai-3-0-geniac/
https://ai-kenshu.jp/2026/02/08/2-ai%E3%80%8C2026%E5%B9%B4%E5%95%8F%E9%A1%8C%E3%80%8D%EF%BC%9A%E6%97%A5%E6%9C%AC%E3%81%AE%E6%88%90%E9%95%B7%E6%88%A6%E7%95%A5%E3%81%B8%E3%81%AE%E8%AD%A6%E9%90%98/
https://www.ntt.com/about-us/press-releases/news/article/2026/0126.html

